
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

創る・つくる 
校長  中 田  敦 

 ５月２日に第 57回創立記念式を行いま

した。昭和 40 年に長崎中と豊田中が統合

して中山中として新たな歩みを始め、こ

れまで 9,226 名の卒業生が本校を巣立ち

ました。開校当時の教育目標は、「知力・

気力・体力」の校訓の下、—豊かな人間形

成を目指して―「競い 磨きあう、慈しみ 

育みあう、たくましく 鍛えあう」という

ものでした。地域の良さを生かし、生徒一

人一人の個性や能力を尊重し、自主的に

学び、主体的に進路選択・決定できる生徒

を育成する学校を目指すという理念がこ

こにはありました。そこから 50 年の歩み

を経て、平成 27 年度に現在の「貢献 自

立」という教育目標が掲げられ、今日に至

っています。文言は異なりますが、学校が

目指す生徒の姿や育もうとする資質・能

力は、開校当時から変わらないのだと改

めて思います。 

 さて、5 月 9 日の生徒会総会では、新し

い生徒会スローガン「太陽」～温かく・輝

く・照らす～が採択されました。これまで

の先輩たちがそれぞれの思いを込めて創

り上げ、引き継がれてきた生徒会は、今年

も新たな１ページを重ねます。足もとの

学校生活から地域、そして世界へと視野

を広げ、利他の心をもって貢献できる中

山中を目指します。生徒が自分たちの手

で創り 

で創りあげようとする学校は、太陽のよ

うに明るく温かで生命力に満ち、その中

で一人一人がそれぞれに輝きを放つ存在

として認められる場所です。その願いを

実現するために、仲間と共に過ごす日常

のくらしを大事に考え行動しています。 

 また、11 日から各学年で学級花壇づく

りが始まりました。土を耕し、雑草を取り

除き、苗を一つ一つ丁寧に植えました。毎

朝の水やりも欠かしません。花を大事に

育てながら色とりどりの花が一面に咲き

揃う花壇を楽しみにしています。これら

の環境づくりの取り組みを通して一人一

人の責任感と帰属意識も高まります。 

 

 

 

 

 

 

 そして今年度、中山中は学校運営協議

会を設置しコミュニティ・スクールとし

て新たにスタートしました。学校と地域

が力を合わせて学校運営に取り組むこと

で、「地域とともにある学校づくり」「学校

を核とした地域づくり」を目指します。地

域の皆様にはこれまでも本校教育活動へ

のご理解とご協力を賜りましたが、地域

の未来を担う生徒たちの健全育成にさら

なるご支援をどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 
 



 

＜太陽のように＞ 

 「温かく」・・・仲間を思いやり、温かい人間関係を築ける中山中。 

          自分から、相手を意識してあいさつができる中山中。 

               「広げようハートフル」活動、「えだまめ」のあいさつ 

 「輝 く」・・・一人一人の個性が輝き、なりたい自分になれる中山中。 

          生活を整え、自分から身辺自立ができる中山中。 

               黙働・気づき清掃、身の回りの整理整頓、公共物の意識 

 「照らす」・・・努力する仲間を勇気づけ、明るく照らすことができる中山中。 

          学校・地域・世界のためにまず自分から行動できる中山中。 

          学級・学年の枠を超えて心のつながりを深め、誇りをもって伝統を引き継いで

いく中山中。 合唱・応援・ボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別議案「生徒会の規約改正について」＞ 

 昨年度、性別によらない名簿やスラックスの導入、LGBTQ に関わる講演会などにより

自分の性を見つめ、多様な性の在り方について考える中で、性別によって行動や選択を制

限・強制されないジェンダー平等の社会を目指すことの重要性を学んできました。中山中

で自分たちにできることはないか考えた時、SDGs の理念“No one leave behind”～誰一人取

り残さない～の理念を実現するために、専門委員会や生徒会執行部の男女構成について「男

女」の別にこだわらず「学級 2 名」と改正することが提案されました。 

 この提案をきっかけに、男女の別をなくすことで果たして本当に男女平等が実現される

のか、という疑問が投げかけられました。性別にこだわるだけでなく、一人一人の個性を認

め合うことの大切さを学校全体で考える契機になればと思っています。 

 

 

 

 

 

令和 4年度生徒会スローガン 

太陽 ～温かく・輝く・照らす～ 

 

 

 

 

 

 

ウクライナ募金活動 

Kankyouiseibib
 5 月 25～28 日、生徒会執行部が全校生徒に募金の協力を呼び

かけました。3 日間の募金活動で集まった ３０，４６５円 は

赤十字人道危機救援金として日本赤十字山形県支部へ届けられ

ます。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５／１９ 学校運営協議会 

 

５／１８ 1年生総合「町探検」 

  

 

 
  

 

 

 

  

 

  

   
中山町を「情報・メディア」「産業・観光」「教育・文化」「自然・歴史」「スポーツ・健康」の 5つのテーマで調査し、

よりよい町づくりのための手立てを考えていきます。調査内容はポスター形式にまとめ、英語版の作成にも

挑戦しました。ここから総合的な学習が広がり深まっていきます。 

＜中山中学校運営協議会委員＞ 

１号委員【保護者】 

渡邉  明 氏(PTA会長) 

森谷 輝文 氏(PTA副会長) 

２号委員【地域住民】 

松木實枝子 氏(民生児童委員協議会会長) 

佐藤 秀治 氏(同窓会会長) 

３号委員【対象学校運営に資する活動を行う者】 

太田 孝一 氏(スポーツ協会理事長) 

小松 茂樹 氏（商工会青年部長） 

４号委員【対象学校の教職員】 

 中田  敦（校長） 

５号委員【学識経験者】 

池田 弘幸 氏(創学館高校副校長) 

石沢 惠理 氏（東北芸工大専任講師） 

６号委員【関係行政機関の職員】 

 西堀 潤子 氏(地域学校協働活動推進員) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の主な予定＞             
６月 １日（水） ゆとりデー 衣替え 小林ＳＣ  １５日（水） ゆとりデー 小林ＳＣ 

 ２日（木） 生徒朝会 柴崎ＳＣ       １６日（木） 柴崎ＳＣ 

中山中祭実行委員会       １８日（土）・19日（日） 地区中総体 

３日（金） 心電図（1年）         ２０日（月）・21日（火） 振替休業日 

      ストレスマネジメント（1年）  ２２日（水） ゆとりデー 地区学研 

         薬物乱用防止教室（２・３年）  ２３日（木） 全校集会（報告会） 

         実力テスト（3年）       ２４日（金） ゆとりデー 志水ＳＣ 

   ６日（月） 部活動延長期間（～１７日）          特別支援学級合同学習会 

７日（火） 主任児童委員懇談会       ２７日（月）～２９日（水） 学習日 

８日（水） ゆとりデー 長谷川ＳＣ     ２９日（水） ゆとりデー 長谷川ＳＣ 

１０日（金） 地区中総体壮行式        ３０日（木） 期末テスト 

５／22 PTA環境整備部 花植え作業 

Kankyouiseibibu  

4／３０ 地区中駅伝選考会 

 

 

 

当日は、目標としていた自己ベスト

を全員が更新しました！ 

男子 5位 

女子 4位   

 
  

環境整備部の皆様に、学校花壇の花植え作業を実施していただきました。きれいに咲き誇る花たち

が生徒や来校される皆様を出迎えてくれることでしょう。ありがとうございました。 


